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1・ 文化 の異化 と同化
自国文化 のアイ デンティテ ィの確 立期 には,歴 史が顧 られ,母 国語が再
認識 され る一方,他 国文化 の摂取 もそれまで以上 に盛 んになる。
例 えば,イ ギ リスで国家意識が芽 ばえ,イ ギ リス文化 のアイデ ンテ ィテ
ィの模索が行 な われ たル ネサ ンス期(主 としてテ ユー ダー朝)は,歴 史書,
文法書,翻 訳書 の世紀 として知 られている。 ホ リンシェ ッ ドや ス ト ウの
「年代記」,ハ リソンのr英 国誌」,キ ャムデ ンのrブ リタユア」,ハ クル
ー トのr航 海 史」な どの歴 史書 が書 かれ,マ ル カスター,ア スカム,キ ャ
ムデンなどによって文法や語学 の問題 が論 じられ,コ トンによる古代英語
の写本(ベ オ ウル フ)蒐 集のな されたのはこの時代 であ った・ 同時に・.ノ
ースのrプ ル ターク英雄伝」,チ ャップ々 ンの 「イ リア ド」や 「オデ ッセ
イ」,フ ロリオに よるモンテーニュの 「エ セー」,シ ェル トンめ 「ドン 。キ
ホーテ」等 の翻訳 もな され てい る。
同 じよ うに・奈良時代 か ら平安時代の 日本 では・記紀 が編 まれ て日本の
歴 史が見直 され,「 風土記jに よって国土が再点検 され・漢字 の読み方の
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日本化 と仮名の発明によって日本人の心情表現を行なったr竹取物藷」や
説話物語 が現 われ,r楊氏漢語抄」,目r弁色立成」などに始まる和訓を伴う
事典の編成など,一 連の自国文化再認識が進む一方,r三経義疏」目(異説も
あるが),や「文鏡秘府論」のような外国思憩め解説紹介を含む作晶も現わ目
れた。
つま り,」国の文化が膨溝 として興 る時期には一つの特徴がある。・その
時期に先立 って,貧しい方の文化が,豊かな外来文化か ら栄養を補給する・
この段階では,専 ら外来文化 との同一化が志向される。しかし時間が経っ
舛つれて外来文化は,受容者側の風土・言語・習慣などに よって媒 介 さ
れ,自 国の文化的ナイデンティテネの核 を形成ナるに至る。自国文化がお
ぽろ気なが ら意識され始めるとゴ外来文化は,目自国文化の対立物に転化す
る。そして今度ほ1自国文化を尺度にし七・よ り明確に外来亥化 を再認識
する同一化 とは逆な外来文化異化の方向が生 じち。この異化作用は,・それ
までの無意識的理解か ら意識的理解へめ深化でもあり,よ り深い次元での
同化作用への契機 を含んでもいる6
したがって,文化の勃興期には,自 国文化の独自性 を再認識 しで,外国
文化 と自国文化 とを弁別する異化のプロセスと,更に深 く外国文化を体系
的に取 り込 もうとする同化のプロセズと瀞併行 して活発に進行する「と言っ
てよかろ うol
こ うい う時期には,慶 れた文化人が生れ,外来文化をそれまでより深 く
理解 し,自国の文化的コンテキス トめ中で1そ れを更に展開させるような
仕事を残す ものである。
目目戦後の日本は,欧米とめ同一化を志向して来たが,目今やそれが,自国文
化の対立物に転化するところまで来てV・るように思 う。 自国の歴史や国語
の起源への反省炉起 りダ日本人論が盛んに書かれ,翻訳や海外交流が積極
的に行詮われでいることaそれを示 し七レ・よう。目外国文化論もこうした血
シテキスト目セ起き七きオいるようである。中国文化を取り・入れて,日本化
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・レてき牟ように,空 前硯塁の欧米文化を吸収 した日本は,それ牽日本化ヤ
て自国文化の中へ組み入れでしまヶで海ろう。目そして,新 しいタイプマ)來
化人炉やがて輩出して くるに違いない。
新 しい形の外国語教育の前提に韓,新 しい時代の自国文化ρアイデ.ヒテ
ィテ ィが据えられなけれ崔ならないのだが・日本は正にそれを模索して吟
る時期であると言えよ う。多少事情峠異なるが・大侶の改新後㊨日本 も似
たような状況にあったb
2.当 時の語学教育
みひとぺ
・:.当時におげる語学教育は,前回のときと同じく帰化人を中心とす骨史部
砂社会で,母 国語 と同じよう、に教えられ習得される一方,仏 教の伝来と≧
もに・・それを習お ウとする日本入も現むれ・み唐して中国人1"教えを畳1す
挺夢.・.来日した中国木僧侶などに習った り・大宝律令㊨学令にタって開れ
おんばか せ
た大学で中国人の音博士から教えられた りする零うになづた6つ まり帰化
人社会での世襲的な教育から,日本人がネィテ ィヴ。ネゼーカrか ら習うr
制度的教育ヘー応移行す.るのである。
言 うまでもな く,百済仏教の支持層には帰化人が多く,'最澄や空海も帰
化氏族を背景に中国語を学び仏教へ帰依 したのであろうから・・1在日帰化人
社会での有形無形の語学教育の機会も無視できない。また周囲で帰化人が
母国語で話 し合 っているのを耳にする;と も珍しくな耕ったであ ろ う。
r打魚」とか 「打水」・のr打」の用法は・ 中国語の助字に起源 を持ち・.当
時周囲で話 されていた中国語の口語か ら入 った語洗であると言 う。これ砕
類する例は古代 日本語におけるr像」やr是」などの使用にも見られるそ
争で,中 層語び耳から入 りた例で南る≧言われてレ}る。.
・Igうした串然発生的な機会の他に璋随使ザ遣唐使なξと共に派遣された
留学隼,大 学に招耕れた中国人り博士晃.僧侶たも1;率っで外国人と日本人
の学問的擦触の機会 も生 じた。1外瞳語敦育としてで獄な尽導文敦育とレて
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ではあるが、これ らの場に於て外国語が習得 されたことはほぼ確実であろ
う。こラした中で最も外国語教師ら1しい存在は,大学の音博士である。
日本語には1中 国語の古い音 である上古音や呉音が各時代に入 り,層序
を認めることができるが,それ らは当時の中国語の発音か ら離れてしまっ
ていることが次第に認識 され,漢 音を正式に教育することが国の大学で行
なわれるようになった。十三才から十六才ぐらレ.・の初学者は先ず,変 則的
ま かわ きよ
発音の矯正から入 ったのである・空海の書簡集には,藤原真川に代 って浄
むらナくね きよとよ
村宿禰浄豊 を推挙する文があるが,唐 α)帰化人二世の学業 を讃えて,
さん ご・ 扁 よう目r麺 わ ・ 淋隙 の韻 を諏 て匿 呉曜 鞭 融 …∵是測 ち則 騨 靴 受くる炸
な り。
瀕 っている・嘩 鵬 陽課 安二和 正耳ゆ灘 轡 え課 郡 呉興
丹陽の呉音の誰 りを改めた宿禰 こそ真川の師であった.とい うのである。真
かタ
川は後に大学頭にな,った入で南るから7当晴?零 学総長 も若》・時には,帰
化杵 世か磯 髄 直 してもら昨 勉 レ'・』1一.目ll・1
大学には・音博士が二人置か晒挙。音博‡1‡・・帰化木や岬 甲 留 学 牛 璽
飽,唐")中国人ネイティヴ ・.スピー内一炉なった?持 締紀五年茜月,同 六
年十二月の記述に,
こゑのはかせもろζし しよくしゆげん 零っ【うかく て炉きのはかせくκらの1{っしぜんしん しろ楠 は た ζろ
・音博士大唐の績守言 ・薩弘格,書 博土百済末士善信に,銀 婁人 ごとにご十両賜
ふ。
こなた
音博士績守言 ・薩弘恪に水田賜ふ。.
とあるから中国人の大学教授はかな勾重用 されていた とごが うか参える。・
漢文は,当 初 もっぱ ら音読 され',目.音博士ば,漢 音による字音直読を行
なった.四書五経が中国語 として音読され,学生はそれを口うつしに繰 り
返し準。当時の方法は暗論主義であワた。十 日ごとに試験があ り・経典の
本文と注解文から一千字を選んで,ぐ の三宇だけを伏せてあて させ るp目受
いちじようさんごん
験の穴填め問題の元祖のよ うな考査が行なわ れ た。これ は目r一帖三言」目・
一 茄.一
と呼ばれ,・出来 の悪 い者 には罰則す らも うけ られ ていた。 一(詳細ぱr学令」
に定められているγ空海は,.「三教指帰」・の中 で,あ る経典 の学 習法 として
ほム じゆ けうぼう らん ぽご 「若し人,法に依って此の真言一百万遍を諦すれば,即ち一功の教法の文義暗記
.すれことを得」.
とあワたので,そ れを実行 したと語うている。.意味がわからなくても暗記
するのが良いとする教育思想がうかがえるφ
目こうして,音読に通 じるど,明経博士が義 を講じた。つまり訓読が行なわ'
れたのである。上代の典籍類には加点がないそ うで,ノ ートも取 らず丸暗
記させ ら恥たのであろう。こうして文字を見て音読と訓読を暗記してしま
うまで繰 り返えするのぶ外国語教育とし七の漢文教育のや り方であった。
当時の学生の頭の中には,中国音(音読)と和音(訓読)とが,いわば,・
ダブル ・トラッ クで録音されていたと言 づてよい。つまり同時通訳のよ.う
な形で1暗記 されていたのである。後に,音訓複読が行なわれな くなって
か ら,当時は重ね焼きされていた音と訓が分解して縦に並 び,い オ)ゆる
もぬ ん よ くわんくわん しきようド
「文選読 み」 に変化 した。r関 々 トやわ らぎなける,唾 鳩 ノみ さごは」 と
えうてうド
か 「蜀翼 トたをやかなる」などという訓み方がそれで,今 日でもr二度 ト
せつ に
ふたたび」,r面トむかって」,r優二や さし く」,「切迫つ まる」などのように
漢 ・和折衷 した語法 が残 っている。
とれ は,ノ'ルマン入 の征服 によって,.ブラ ン界語 が英語 に入 った とき,
どちらに も解 るよ うに同 じ意味 の英語 と仏語 を並 べて熟語を作 った のに似
てv、る。actanddeedとか,1awandofderなどや,そ れに倣 った,
safean&sound,ways.andmeans,he1撃and,succQurなどは,v・わば
英語 にお ける文選読 みであると言 えよう。外 国文化の衝撃 の痕跡 が 日英両
語にお いて岡 じような形 の語法 に残 っている ことは興味深 い。目
横道 にそれ たが1.この字音直読式は・や がて音 訓反読式 に変 り平安 の中
頃 までには廃 れて しまマた6こ うして,漢 文教 育は純粋 な外国語教育 では
な くなってい ったガ つま り漢 文 が 日本 語に根 を下 しふたたび同化作用 が起
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きたわけである。漢文を中国語として再び教え出すのは,現代になってか
らである。
・つ ま り,初期の帰化人のもた らした中国語は日本語化したが,・奈良時代
に交流が盛んになるて本来の中国語が見直され,中 国語の異化作用が起き.
た。しかし・その後再ぴ同化作用が起きて中国語は漢文 として日本語に定
着 して行 った。この時代は,そ ういう意味で中国語のリヴァイヴァルの時
期であ り,それが,日本文化の充実や仏教移入 を脊景に行なわれたヒとが
特色である。
以上のよ うな学校制度の枠外で臨 ネィティヴ目・スピーカーたちによる
外国語教育が行なわれたことは言 うまでもない。
ドどうせん
・鑑真(687～763)や最澄の師道踏・(702～60).など来 日した唐僧 も外国
語教育の大切な担い手であった。また唐僧の来日は,彼 らがもたらした文
物の量の多さによっても重要な意味を持っていた。目
r唐大和上東征伝」 の将来 目録には,鑑 真のもたらした書物の目録が記
録 されているし,空海のr請来 目録」にも,彼 が唐から持ち帰 った文物の
一覧表がある。当時の書物の輸入が国にとっても学校にとっても深い関心
事であったととがわかる。ちなみに紙や筆φ文房具も,貴重品であらたこ
とや・.文献参照のために互いに貸し借 ワをしあったことなどが,空 海や最
澄の書簡集か らうか炉えづ。彼 らが・日本でも数少ない書物 を宝物のよう
にあつかい,苦労して書き写 している様子が活き活きと伝わってくる。
唐僧の来 日は,.こうレた研究者にどってはデ文献上からも,語学の学習
上か らも実に有難い存在であったごとだろう・そして・この時代の語学教
師は・初期の帰化人よりも・より宗教的な使命感に燃え.r決死の覚悟で海
を渡 って来た文化人であった。彼 らが単なるネイティヴ ・スピーカ朔で訪
る時代は終 餌 確固たる専門的知識 と目的を持 った宗教や学間上の指導者
であったこともこの時期の特色である。.このよ うな語学教育を脊景に一流
思想家たちが生れていった。
一 昏7一
5古 代の文化人形成
こうレた優れたネイティヴ.・スピーカーたちから教えを受けた 日本人留
学隼や僧侶たちが成長 レ始めると日本人語学教師の世代が生まれるる彼 ら
はどのよ うな文化的脊景から生れて外国語を学び,ど のような文化的足跡
ま残 したであろうか。先に述尽たように,彼 らの活躍の脊景には,.帰化人
のコミュニティーと唐や随へ㊨留学制度があった。.
帰化人のコミュニティーは,最澄 と空海という二人の巨人 を生 み 出 し
み っ くべ
た。.最澄は,父 の姓 を三津首氏 と云い帰化氏族であ り,母親も帰化氏族が
入植した辺地の出身者であづた。空海も,母方が王仁の末孫だと言われて
あ とのおおた の
いる。空海は,母 方の叔父にあたる阿刀大足かち漢学を学んだと語 ってい
る。当時 の帰化氏族の家庭の文化的雰囲気が うかがえる。最澄め活躍も秦
氏一族を中心 とした帰化氏族の経済的支援 を脊景にしているし,中国人と
互角にわた9あ った空海の語学力も大足などすぐれた帰化氏族め教育か ら
生れたものであろう。
また留学生 となって中国ぺ渡 る実力ある学生も,帰化人出身者が多から』
やまとのあやのあたい たかむ{のあやひとくろまろ いまきのむやひ とおおくに にちもん
た。 東 漢 直 福因,高 向漢人玄理,新 漢 人 大 国,目新漢人日文,南 淵漢
しようあんド え おん こうさい
人請安,志 賀導入恵隠,噺漢入広斎などその数は実に多い。玄理,請 安 ら
は中国に三+三 年滞在後帰国し大化改新の推進者とならているし,玄理庫
口文は国博上になるている6
やまとゆ ちのふひとぺ
また帰化人の子孫である東 西 史 部の子孫には,目位 にかかわりなく.(普
適は五位以上)大学入学資格が与えられていた。日本の古化文化推進の背長
に帰化人社会があったことが うなずけよう。当時め文化入,聖徳太子,空
海,最 澄 などの出現も,目帰化人のコミュニティーと深 くかかわうていたわ
けである。
目文化人の形成に もう一つ大きな役割 りをはたしたのは,随唐への留学制
度であった。
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r延喜式」によると遣唐使の構成は1.使節,船員,随 員の三部分から成
り・.使節は外交官や書記・船員は・水夫・医師・各種技術者・神主・通訳
など二十種の用員・随員は,留 学生,学問僧.とその従者であった.らしい。.
総勢百人か ら数百人の大世帯で,季節風の存在 も知 らず逆風の中を渡 って
何度も失敗を重ねや っと入唐することも珍 しくなかった。
中国政府は,客館の世話から,留学生の指導教師の選択派遣,政 府官庫
図書の閲覧の便宜,書 物の下賜にいたるまで実によくめん どうを見てく.れ
たD
こうして留学 した学生 の中には,阿倍仲麻呂(698-770〉のように在唐
五十四年に及ぴ彼の地で没 した者や,藤原清河のよ うに新羅使節 と元旦の
儀式の 席次を争って歴史に名を残 した使者や・吉備真備,円 珍・円仁な
、ど優れた文化上の指導者たちがいた。
唐での彼 らの勉学と活躍ぶ り.はめざましく,最澄(803～805).は←天台
の聖教百二部二百四十巻 の書写をわずか二年間に行なっているし,・帰秀直
前まで各地の寺や行者 を訪問して,法 を受けるため忙 レく動 き回 って吟
る。空海(804-806〉も経興の蒐集に奔走 し般若三蔵癒どのイン ド僧から
インドの事情を嬉取 した りしたこと鴻 「諺来 目録」か ←う喬.がわれ.る。
般若三薩は,空海の熱意 にうごかれたのであろう,・
けいひん　く
吾が生縁は闘賓国な0,'少年にして道に入 り,五天め経歴 し,常に伝 燈 を誓・ら
いかた
て,こg間 に来遊せり・今拝僻乗らんと欲するに・東海に縁なくして志願 遂 ザ
もち
ず・我が所訳の新華厳 ・六波羅密経およびこり梵爽将去って供養せよゲ ー.臼
と語 ったとある。空海は,・二年そこそこの在唐中に実にいろいろな人に会
い,多 くの人々の信頼 をかち得ている。彼が二年問に集めて持 ち帰 った経
典は控同目録に竃れぱ・二百†六部四百六十一巻であワたというりょく資
粁集めに走 り回ったもgで ある。またr性霊集」には,空海 の.r本国の慎
こ けい
と共に帰 わむ≧請ふ啓」 と吟う帰困願ヤ・があ弓が・それには・.
潅を忘れ議に観るジ覆韓レて笑悉酪慧釜臨磧彗を書写す……
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とあってその猛勉強ぶ り力巧 かがえる。
、最澄や空海 は遣唐使制度末期の留学生であるが,目それかち一世紀前の先
あわたの まひと
輩留学生 であった粟田真入.(702)もr旧唐書」の日本伝で・
真人,好 みて経史を読み属文を解ず。容止温雅奪 り。
とその勉強ぶ.りを讃められている。我々の勤勉ぶ りは伝統的なものであっ
たようだ。
こうして,帰化人の文化的雰囲気 と,その支援 を脊景に,中国へ渡 り,目
そこで文宇 どうり寝食 を忘れで学問をして・目彪大な資料 を持ち帰 った留学
生たちは,や がて古代 日本の文化的指導者となった。
』例 えば,・吉備真備が,大 宰大式に就任すると,全国か ら学風を慕 って集
まる者が急増 したという。大宰府の府学は・当時国学 と呼ばれた地方大学.
で九州六力国の国学を総括していた。・ここは大陸文化の最先端の受け入れ
揚所であ り,r此の府は人物段繁にして・天下の一都会な り」 と書われた。
また多くの帰国僧とその弟子たちは 民衆の中に根を下し・r日本霊異記1
に見6よ うな民衆仏教の世界 を作 って行 った。
しかし,帰国留学者の中での代表的存在はなんといっても空海と最澄で
あろう。そして彼 らの先駆者として聖徳太子の名 も忘れる目こ とは で き な
い。目彼らの業績は,短絡的に日本化した仏教文化 と中国文化 とを中国語 を
とう目して学ぴ直 し源流における思想を理解 しようとした点にある。
ドふひとぺ りゆう
聖徳太子は,史部流でない漢文を日本人の手で書いた先覚者であった。
これは,帰化入の手から日目本人の手に書 く漢文が移らた時期を表わしてい
る。太子は,代 を重ねた帰化入が書 くような日本化 した漢文を書 こうとし
なかづたが,目そこに中国語を日本語から区別する態度と,中国語の現実を
学び直す姿勢とを読み取ることができよう。目目異説がある魁r三 経義疏」
のような経典の解説も,初めて仏教を思想として取 り上げようとした態度
の現われと見てよかろう。外国め仏を自己の氏神として,目他の祖先神や家
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族神 と同じ土俗信仰のレベルで採用しようとした時点か ら,太子は一歩進
めて仏教を仏教 として,.一つの思想体系として受け入れようとしたのであ
る。これは,初 めに述べた,指国文化のアイデンティテ～の自覚がおぽろ
気なが ら始まったことを意味する。
少し大胆な想像だが,r十七条憲法」には,日本人の国民性に関する洞察
があるように思 う。冒頭の 『和をもって貴しとす」と結びのrそ れ事は,
さだ あげつら
独 り断むべか らず。必ず衆 と 論 うべ し」 とい う二条 であ る。r十 七条憲
法 」 よ り遙 か以前 に,r魏 志倭人伝」は,日 本入 のことを
せつ そう
婦人婬せず,炉 忌せず,盗 霜せず,諄 訟少なし。
と述べているし,幕末に来 日した西洋人たち(アンベ』ルやシーボル ト)
は・ 日本では盗みもな く家に鍵がない,国民性は穏かである と語 って い
る。和を貴ぶとい う条項は要請でもあるが,それを尊重する日本人の精神
風土の反映でもあ ろう。 こう考えると平和憲法も案外,r十 七条憲法」以
来の伝統上にあると考えても良いのかもしれない。
この様な国民性の自覚に立ってr十七条憲法」が書かれているとは考え
られないであろうか。太子は,自国文化への自覚 を初めて持 ったからこそ,
仏教 を異文化に属する思想 として受け取め正 しく理解する態度を持ち得た
のではなかろうか。言 うまでもなく 「十七条憲法」には,原 始仏教や儒教
の影響があると言われているし,これが血の弾圧後の上からの平和主義で
あることは論を侯たないが1そ の一条 と十七条に代表 される政策は,外来
の思想が日本人の国民性の洞察によって媒介 されたものだと解釈したい。
同じような自覚に立 って。最澄は,百年以上前に鑑真によって伝えられ
た天台の教えを学ぴ直 した。最澄は・入唐する時には・通訳の義真をっれ
て行 ったが,天台宗の教えを生の中国語をとうして直接源泉から学ぴとろ
うとした。帰国 してか らは,従来の日本化した諸宗と対立 し,法相宗の徳
一 との論争は有名である。最澄は 「守護国界章」によって,徳一はr中辺
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義鏡」・などによ、って論争した。これは,救いに差別 をもう.ける.徳一の三乗
思想 と,.最澄の人間は誰でも悟 りに到る可能性を持づという民主的な一乗
思想 との戦いであ り,体制グ)中で日本的に風化 した仏教 と,目中国で源流か
ら学び直された最澄の仏教 との論争でもあった。最澄はr法華秀句」で原
典に基づいて,徳一が本来の教轟の中に密輸入した密意の概倉を洗い出ト,
思想塗純粋な形に復元 レ主 うとした。結局最灘の死んだ後でr乗思想が日
本の仏教を支配するよ.う:になるのだが・最肇も・日本の民衆の求める仏教
を模索 した点で,自 国の文化的アイデンティティを自覚してお り,・それ故
にこそ仏教を日本の土着信仰 とは異質の思想 としてよP客観的に把え直す
ことが出来たのだと言えよう。
.空海はr文鏡秘府論」を著わし,当時の日本化した漢詩の作 り方を正そ
うとした。これは,中 国の詩の評論の要点を.とり,これを論四声譜,論 体
勢,論 対,論 意,論 病,論 対属に分類編纂したもので,漢 詩を作る者の軌
範 となった。空海 は,漢文学における質の低下を,中国の文体論 を伝え広
めることによって純化し高めようとしたのであるσ
空海は更に,イ ン ド直伝の新しい密教という仏教を学んで,日本に移植
した。彼の日指 したところは卑密教のアイデンティティ.の確立であった。
彼は,.密教の対立物として顕教をとらえ密教の発祥,所 説の教法,成 仏の
遅速,教 益の優劣などのメルクマーノレをもうけて密教の性格 を浮び上 らせ
ようとした。発祥の差(教 主の違い)については,特 に日本の在来の諸宗
との違いを強調していう。また,ヘ ーゲルの[精神現象学」を思い起こさ
せるr十住心論」では,菩 提心の展開を十の段階に分け,顕 教を,まだ菩
提心が十分に展開し切 っていない段階に位置づけ,密教 をは最後の段階に
置いた。
・空海 と最澄に共通している0)は,自分が学び取ったもの と.,日本化した
在来の仏教 とを明確に対比 し,日本的なものを自覚した上で,・.本来の教え
が何であったかを問 う姿勢である。最澄も空海も.,日本の民衆を救うとい
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う日本に固有の問題を自覚している点で,従来の仏教者よりも日本文化を
探 く認識してお り・そp自覚から出発してジ密教本来の性質を浮き彫 桝こ
して行づた。しかし,・その異化のプロセスは,中国における密教の概念を
識別するに止まらず,そ の限界を見極めそれを越えて密教を目本的に展開
させる契機をも含んでお り,更に深い次元で¢)同化 を志向していることを
見逃レてはならない。
、空海は,そ の書簡集の中で,再三,
きようしよもんじニ あぜドね お も
大唐よ塑将来する所の経疏文書等,数 本を写取 して,.普く流伝 を事せ む と属欲
ふ。
と繰 り返 してお り,留学で得た知識を私物化せず,・万人のために解放しよ・
うとした姿勢が読みとれる。良きライバルであった最澄にも,実に気前よ
く(例外もあったが)経典類を貸し与えている(伝教大師消息〉。空海の学問を
万人のも.のとする大らかな態度は人の心を打たずにはおかない。
さて,話 が仏教のことになってしまったが,当時σ)語学者も文化人も,'
皆仏教のコンテキス トに入ってしまうのである程度は止むを得ない。ここ
で言いたかったのは・ネィティヴ・スピーカーに直接語学を習い,そ の高
い語学力を通 して,従来の安易に日本化 した仏教を,そ の源流に立ち帰づ
て再理解し,目目本の現実の自覚に立ってそれを発展 させたという点で,聖
徳太子 と最澄 と空海が,日本における最初の,そ して本当の意味での文化
人であったという点であるげ
彼等に共通 しているのは,目本化した漢来ではなく・中国語らしい漢文
で書 く表現能力を身につけていたこと・外来の思想の日本的歪みを正 し乳
オリジナ歩 な肇にもどそ うとしたこと.,そしてそれを可能1弔した条件 とし
て自国来化に対する正しい理解 を持 っていたこ.と・それを媒介にして従来
よP更 に深い次元で外来思想 を目本化したことである。
これ ら古代文化入の中に,筆者は,日本人語学教師の原型を見て取 り1た.
い。彼、らは・.直接ネィティ.ヴ。ス ピーカ.一に語学を習い,目.外来の文化を思
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想的に体系的に理解し,目それを超えて日本的に展開させた.彼 らは,'テギ
ストの言葉に密着してもめを考え,そめ出発点に,自国の現実 を置いた己
彼 らは目「学」ばか堕ではなく・ 「芸」 としでの語学力を正格の漢文を書 く
ごとによウて示 した.
丁語学」の本格的定義や使命についての議論は別に行なうが,少 なくと
も古代の文化人は次のことを教えてくれる。語学教師の任務の一っは,外
国語を通 した異文化の理解によって自国文化の認識を深めづつ,逆1とそれ
によって異文化を客観的に理解し,それを日本の現実に基づいて独自に展
開させて自国文化を深め,更 にそれを外国語で問うことによって世界に資
する文化人に自らを造 弘 それを礎として,自 己を越える次代の人問を育
てるぺ く,自己の得た知恵 と知識を惜しみなく万入に解放す る こ とで あ
る。語学教師の任務も歴史の中で形成 されてゆくか ら,これ力雪全てではな
く,後代の外国語にたずさわる文化入たちによって,その任務は更に多様
性を与えられ豊かにされてゆ く。現代の語学教師の 「自己」もこの伝統の
延長線上に築かれなければならぬはずである。・
しかし・目以上のような困難な任務を彼 らに遂行させたのは,そ の宗教的
使命感寺あったととは疑いなかろう。今の我々に欠けているのは,こ の使
命感を支える宗教や倫理なのかもしれない。
4。 漢文 の日本化
こうした文化人たちによる中国語と仏教文化の純化と深化は,同 時に鞠
般 レペルでの漢文文化の日本語化とも深く関っている。漢文 の 字音 直 読
は,平安中期 ごろ迄にほとんど姿を消してしまった。一般庶民に伝達する
ためには,訓読でなければ役に立たなかったからである。目そのため記録体
とい う和化漢文体が発生 し・「風土記」,「日本霊異記」,目公文書・書簡,日
記など一般向けのものはジ皆それによって書かれた。更に進むと説話文学
などは漢字片仮名まじり文で書かれるようにな 凱 やがて和漢混清文を経
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て仮名文へ移行 した。.
この背景には,漢文の受容が,言語の思想面,理性南だけに偏 り,情緒
面,感 性面の理解が充分でなく,それを表出する段になると漢文では,患う
ようにな らないとい う事情があづた。そのころは,仏教思想の輸入 という
時代の特殊性があって,外国語によって表わされた文物の思想面に力点が
置かれ,感性面を含めた総合的な受容は必ずしも系統的に行なわれなかづ
た。むろん漢詩は存在したが,感性面が漢詩特有なテーマに限定 され,思
想にもられたパ トス的な側面はあまり問題にされなかった。ここに,こ の
時代の語学の限界がある。したがって,情緒的な内容は語学教育からは除
外 されていたと言ってよい。公教育の内容が四書五経に限 られていたこと
やサンスクリット語か らの翻訳テキス トである仏教に集中したことにもそ
の原因はあろうが,な んと言っても,まだこの時代の語学教育が,異文化
の感性の構造や行動パタンの体系的受容にまで視野を広げてはいない時期
にあったと見てよかろう。外来の文化を理性 と感性の両面から把えて日本
的に展開させた語学教師の出現はずっと後のことになる。
こうして漢文が日本化して・固有の文学が発生してゆくこと嵐 文化的
アイデンティティの認識の深化の面からは進歩であるが,中国語のありの
ままの姿を知 らせる語学教育の方面からは,質 の低下であり俗 化 で もあ
る。それは,例 えば古典 ラテン語の中世化にも似たプロセスであった。し
かし,中世ラテン語は,俗化 して原型か ら離れることによって,民衆の生
命を吸い上げる表現力を獲得 している。つまり感性面を表現できるラテン
語に変質 したのである。 「カル ミナ ・ブラーナ」 や ゴリアー ド詩人の作品
はそ うしたものとして理解できよう。
こう考えると,外国語教育は,外国語のオ リジナルな姿の再認識による
再生 と,その普及による原型か らの逸脱 と変質・風化 という二つの作用一
つまり異化と同化一 のディアレクティックとして展開 してゆくことがわ
かる。この二つは,ど ちらも語学教育にとって不可欠な要素なのである。
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この同化作用 には,影 響源 か らの一定 の距離 と時 間が必要 で ある。 中国
に近 い朝鮮 では,漢 文 は字音 直読式 で訓 読 され ない。 つ ま り中国に近 い所
では漢文 の風化 度が違 うので ある。 日本 は,中 国文化 の影響 をワン ・ク ッ
シ ョン置 い て受 けるので,漢 文 を じっ くり消化 し,す っか り日本化 してし
ま う時 間に恵 まれ ていたわ けで ある。 またハ ングルやモー コ文字 は,あ ま
りに近 い漢字 へのア ンチ ・テー ゼとして創 り出 され民族文字 として定着 す
るのだが・遠 くは なれた 日本 では・漢字 との対立 意識 は生 ぜず,そ れに順
化 し,そ れ を目本化 す ることに よって民族 文宇 を作 り出 してい ることも興
味深 い。 この地理 的距 離は 日本 文化 に,消 化 と反省 の時 間 を与 え豊 かな実
りをもた らした。現代 では,そ の時 間が コ ミュニケー シ ョンの発達 に よっ
て奪 われ てい るのか もしれ ない.
外 国語 の俗化 とい うか 自国語 への同化 は,現 代 の 日本語 における空前 の
欧米語取 り込 みに 魂)現われ てい る。数万 の西洋語 は,時 と共 に 日本語 に同
化 されて 日本語 を豊 かにす るであろ う。 これ は漢語 の大量移入以来 の特記
す べ き変化 であ って,第 二 の 日本語革 命 とな るか もしれ ない。 しか し,一
方 で新外来語 の移入 も不断 に続 くであろ う。 こ うして 日本語 は大 き く変 ろ
うとしている。 日本語 の純潔性 が損 われ ると嘆 く向き もあるが,言 語 は,
不純 なほ ど豊か になるので あ って,漢 語 の移入 によ って 日本語は とうσ)昔
に処女性 を捨 てている。英語 があれ程豊 かなの も,本 来 グ)アング ロ ・サ ク
ソン語 び,ケ ル ト語,ラ テン語,ス カンヂナ ビア言吾,ノ ル マン語,ギ リシ
ア語等 々によ って純潔性 を犯 され続 けた か らに他 な らない。
しか し同化 の時期 は,正 に異化 の深化 を用意す る時期 で も あ る。現 在
は,自 らの文化的 アイ デンテ ィテ ィを自覚 しつつ,そ の光 で外国 の異文化
の理性 と感性 を両面か ら総合的 に照 し出す仕事 が強 く求 め られ ている時期
であ るよ うに思 う。 それ を行 な う条件 を持 ってい る,あ るいは持 てる可能
性 のあ るのは・や は り外国語 と外国文化 に触れ る機会 の多 い語学教師 では
なカ、ろ うカ}。
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5.結 び
この時期の特色は,前 回と違って語学教師の地位が向上 した こ とであ
る。それは・仏教移入の国是に基づいて,仏教 と結びつきのある中国語関
係者や中国文化研究の文化人の地位が上 ったか らである。この時期の語学
は,こ れより前の時代のように,語学が文書づ くりや通訳の技術に倭小化
されず,仏教 の体系的移入という国策 と結びついて,外 国語による思想の
理解 と表出とい う豊かな内容を持つことが出来た。語学にとって,内容と
技術魁 学 と芸 とが統一 される条件の ととのった幸わせな時期であったと
も言 えよう。 これは,語学教育の中枢が,体制の目標と一致して,語学教
師の自己疎外が起 らなかったためで,特記すぺき特徴 である。
現代では,語学の中枢は,体制の目標 とかけ離れているため,語学教師
は,こ うした内容の豊かな語学教育を語学教育だとは考えることが出来に
くくなっている。語学教育というと,文法ルールの暗記と運用技術の習得
とい う限定 されたイメージしか湧いてこないのはそのためである。
今一つの特色は,酉洋 との違いである。西洋での近代語の語学教育は,
ルネサンス以降に始まるが,そ こでの目的は,あ くまでも異 国 民 と の交
際,交 易,友好にあった。つまり徹底 して口語の運用に重きが置かれ,文
学などへの書及はほとん ど行なわれなかった。これは互いにまだラテン語
を文化語 として意識していたためでもあるが,地理的距離の近さが主な原
因である。日本人は遠 く離れた中国人 と話す機会がごく限られていたのに
対し,国境を接する西洋ではそ うする機会が圧倒的に多かったためである。
この地理的特殊性によって,日本の外国語教育は,思想理解に偏 り,運用
の必要を認めないという習性をこのころから形成 して行ったらしい。
要約すれぱ,奈 良初期迄は,実用語学に限られていたものが,仏教移入
の 国策によって思想輸入の語学に変った。その限 りで語学者の文化的地位
は向上したが,仏 教思想の移入という国是は,語学の展開を理性面に限定
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させた。しかし,こ の時期は,外国語 を通して外国文化 を客観化する異化
作用も前進し,先駆的文化人集団の形成を見た。同時に,漢 文の大衆化と
も呼べる漢文体の変質化が進行し,中国語のもとの姿から離れる方向 も生
れた。
次回は,鎌 倉仏教 と中国語の接触,そ して紙幅が許せば,キ リスト教伝
来とヨーロッパ語の語学教師たちなどをあつか う予定である。
(1976・1G・U)
(藷研助教授).
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